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会  議  録 
 

会議の名称 守谷市図書館協議会（平成２９年度 第１回） 

開催日時 
平成２９年６月３０日（金） 

開会：１３時３０分  閉会：１５時３０分 

開催場所 守谷中央図書館 視聴覚室 

事務局（担当課） 教育委員会 生涯学習課 

出 

席 

者 

委 員 
長谷川委員長，野口副委員長，戸嶋委員，大塚委員，赤堀委員，

堀込委員，濵野委員，堤委員，伊藤委員 （出席：９名） 

その他 指定管理者：新井館長，古関副館長 

事務局 後藤教育長，飯塚次長，塚原係長，柳葉係長 

公開・非公開 

の状況 
■公開  □非公開  □一部公開 傍聴者数 ３人 

公開不可の場合

はその理由 
 

会 議 次 第 

１ 開会 

２ 挨拶 

３ 協議 

 （１）平成２８年度事業報告について 

（２）守谷市指定管理者総合評価について（報告） 

（３）第三次守谷市子ども読書活動推進計画の策定について

（報告） 

（４）地区文庫について（報告） 

（５）その他 

４ 閉会 
 

確 定 年 月 日 会 議 録 署 名 

平成２９年７月２０日 委員長  長 谷 川 登 代 
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審  議  経  過 

１ 開 会 

飯 塚 次 長： ９名の委員が出席，守谷市図書館協議会設置条例第６条第２項の

規定により会議は成立。傍聴者は３名。 

              

 

２ 挨 拶    長谷川委員長 

後藤教育長 

 

        ※「学校教育関係者」選出委員の改選により，新委員として大

井沢小学校長の渡辺幸夫氏が委嘱されたことの報告有 

           

３ 内 容 

（１）平成２８年度事業報告について 

長谷川委員長： （１）平成２８年度事業報告について，事務局の説明を求めます。 

新 井 館 長： (１) 平成２８年度事業報告について説明 

「平成２９年度もりやの図書館等概要」に基づき説明 

① 運営・施設の概要について 

② 利用・登録状況について 

③ 図書等資料について 

④ 行事等について 

⑤ 予算について 

⑥ 組織について 

長谷川委員長： これまでの説明について，質問がある方はお願いします。 

堤 委 員： 概要Ｐ２で３図書館等の方針（２）重点目標の説明がありました

が，説明では重点項目としてお話していました。内容からして，目

標ではなく項目が正しいと思います。どちらが正しいのですか。 

新 井 館 長： 重点項目が正しいです。訂正いたします。 

大 塚 委 員： 概要３１ページの⑨おはなし会の図書館スタッフの読み聞かせに

ついて，ボランティアグループと同じような通常の読み聞かせでは

なく，例えば，障がいを持つ子どもたちに読み聞かせを実施できる

よう今後検討してほしい。実績や経験のある図書館スタッフが，こ

れまで実施できていない分野や対象等について研究し実践をするこ

とで，いずれはボランティアの育成に繋がっていき子どものために

一層充実した活動ができると思います。 

赤 堀 委 員： 概要３５ページの１０図書館等の組織について，以前は組織図の

役職のところに名前が入っていたが，今年度名前が無いのは何故で
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すか。 

新 井 館 長： 昨年度の実績報告（Ｈ２７）は直営当時の実績であったため，生

涯学習課で作成していました。今年度（Ｈ２８）は，こちら（指定

管理者）で実績報告を作成しており，指定管理の仕様では個人の名

前がでない形となっています。 

赤 堀 委 員： 直営の場合は名前が出ていて，指定管理の運営になったら，名前

が出ていないというのは残念であると感じました。 

       また，昨年に比べて貸出数が伸びているという報告でしたが，ど

のような要因で増えたのかを分析していますか。 

新 井 館 長： 一番大きな要因としては，開館日数と開館時間が増加したことと

考えます。 

赤 堀 委 員： Ｐ２１レファレンスサービスの数について，平成２７年度と２８

年度との差が多くなっています。昨年度の図書館協議会において，

レファレンスのカウントの取り方が違っているとの報告があったと

記憶しています。これについてどうお考えですか。 

新 井 館 長： 確かに昨年度の図書館協議会において，レファレンスのカウント

の取り方について，お話しました。平成２８年度にレファンス数が

増加した要因について，スタッフにレファレンスや利用案内等を利

用者から受けた時は，図書館システムにきちんとカウントを取るよ

う指示した結果だと思います。 

塚 原 係 長： 現在は，指定管理者であるＴＲＣの方がレファンス数を図書館シ

ステムに正確に入力をしています。今後，レファレンス定義につい

て，図書館側と調整していきたいと考えています。 

野口委員： Ｐ２１レファレンスの定義について，もう少し細かく説明してく

ださい。 

古関副館長： 資料案内は，資料を所蔵しているか等の資料の有無のこと。利用

案内は，施設に対しての問い合わせ（開館時間等）のことに対して。

すぐに答えられるレファンスいわゆるクイックレファレンスを今回

はカウント数に加えたため，数が大幅に増えたと言えます。今後，

レファレンスについて，どこまでをカウントすべきかなどをスタッ

フ及び生涯学習課と考えていきたいと思います。 

野口委員： 説明の内容は理解しました。レファレンスについて，何を指して

いるか等をＰ２１レファレンス・コピーサービスのページに補足説

明の記載をすれば良いと思います。さらに，Ｐ７（１５）守谷市電

子図書館の利用について，利用が少ない要因としてコンテンツが少

ないことがあげられるとの説明がありました。昨年度と現在の状況

について，変化はあったのですか。 

古関副館長： 昨年度から大きな変化はありません。昨年度は一年間の予算分を
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すべて年度当初に購入した結果，年間で追加できた資料はフリーの

ものだけでした。Ｈ２９年度は，新たに予算がついていますので，

魅力のある新しいコンテンツを受入し，さらに積極的にアピールす

ることで利用を増加させたいと考えています。 

長谷川委員長： Ｐ２②関連部門との連携充実について，「ステークホルダー」と記

載しており，利害関係者の意味で使われているとは理解します。し

かし，あまり一般的な表現では無いと思いますが，いかかがでしょ

うか。 

新 井 館 長： 一般的な表現として理解していましたが，今後，分かりやすい表

現にするよう気を付けたいと思います。 

（２）守谷市指定管理者総合評価について（報告） 

長谷川委員長：（２）守谷市指定管理者総合評価について，事務局の説明を求めます。 

塚 原 係 長： 資料「報告及びその他事項について（２）」及び「守谷市指定管理

者モニタリングマニュアル」に基づき説明。 

堤 委 員：スケジュールについて，詳しく説明願います。 

塚 原 係 長： Ｈ３０年度６月３０日までに取りまとめ，同年７月以降より市民

への公表の予定です（担当：企画課）。また，第三者の評価による

モニタリングの実施については，未定です。 

赤 堀 委 員：Ｈ２８年度の自己評価は出ているのではないですか。また，指定管

理者（ＴＲＣ）から提出された平成２８年度の年次報告書は，図書

館協議会には提出されないのですか。この評価においての図書館協

議会の位置づけは…。 

塚 原 係 長：Ｈ２８年度の自己評価は，あくまでもプレ評価として，今年度中に

図書館の評価をまとめます。 

飯 塚 次 長： 今年度は，あくまでもプレ評価であり，正式な評価については，

先ほどご説明したスケジュールのとおりで進めます。 

今回の指定管理者総合評価は，市が指定管理者に受託しているす

べての施設を対象にしています。図書館については，その他の施設

と異なり専門的な分野であるため，年次報告書をもとに具体的な評

価シートを作っていきたいと考えています。 

その際，図書館協議会の勉強会等において内容を協議したいと考

えています。 

 

（３）第三次守谷市子ども読書活動推進計画の策定について（報告） 

塚 原 係 長： 第三次守谷市子ども読書活動推進計画について，策定委員会，図

書館協議会，守谷市教育委員会に原案を諮り，意見の修正を行いま

した。その後，平成２９年４月１０日から５月９日までの３０日間

パブリックコメントを実施し，約２０件のご意見をいただきました。
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さらに，パブリックコメントにおける意見を反映した最終案を５月

１６日定例庁議，５月２５日定例教育委員会で承認され，第三次守

谷市子ども読書活動推進計画（平成２９～３３年度）が策定されま

したので，ご報告します。 

大 塚 委 員： 推進計画Ｐ１７の行動目標・具体的な取組「絵本や読み聞かせの

推進」の指標「ボランティア，保護者等によるおはなし会の実施数」

について，質問です。現状値１０か所に対し目標値が２０か所とな

っており，この指標だけ他の指標より目標値が高く設定されていま

すが，特別な取組み等があるのでしょうか。 

塚 原 係 長： ご指摘のとおり，確かに高い目標であるということを受け止めて

おり，目標達成が出来るよう努力します。７月に開催される「放課

後子どもプラン会議」「子育て支援センター会議」等において，計画

の推進の協力を依頼する予定です。５年間で達成できるよう努力し

ます。 

野口委員長： 障がいに応じた図書資料とは何がありますか。また，守谷の図書

館には，所蔵しているのですか。 

塚 原 係 長： 児童用点字絵本や布絵本，大活字本などを所蔵しています。しか

し，多くは所蔵していません。 

（４）地区文庫について（報告） 

塚 原 係 長： 資料費の補助は，平成２９年度までとし，大野・高野それぞれの

地区文庫に今後の活動の方向性を決めていただくよう伝えました。 

（５）その他 

塚 原 係 長：平成２９年度図書館協議会視察研修の候補地について，ご意見を伺

います。上尾市立図書館（業務委託），鴻巣市立図書館，桶川市立駅

西口図書館（指定管理）を候補地としました。 

長谷川委員長： これで議事はすべて終了しました。 

 

４ 閉 会 

 

 

 

 


